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研究目的と今回の進捗

目的
学生の履修選択を支援するシステムの開発
キャリアパスに基づいた科目推薦の仕組みの追加

今回の主な進捗
協調フィルタリング＋信頼度スコアの動作検証
卒業生の就職先データを用いた推薦方式の設計と仮実装
データベース編集用ページの実装
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協調フィルタリング・信頼度スコア検証

実施内容
既存の推薦ロジックに変更を加えず、テスト用データセットを
用いて動作確認
推薦結果の精度およびレビュー信頼度スコアの有効性を検証
検証結果は別途技術資料に掲載
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新規性：キャリアパスを考慮した推薦

概要
就職先データと履修履歴を用いた推薦手法を試作
L1正則化ロジスティック回帰を適用し、影響の大きい科目を
抽出

実装内容
推薦アルゴリズムの試験モジュール作成
本システムへの仮実装を完了
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L1正則化ロジスティック回帰の概要

基本式

p =
1

1 + e−(w0+w1x1+w2x2+···+wnxn)

xi : 履修科目
wi : 各科目の影響度
p: 就職先に進む確率

特徴
確率的に分類でき、科目の寄与度を可視化
解釈可能性が高く、教育現場向き
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L1正則化の効果と採用理由

正則化付き損失関数（目的関数）

Loss = −
∑
i

[yi log(pi ) + (1− yi ) log(1− pi )] + λ
∑
j

|wj |

第 1項：予測と実際のズレ（ロジスティック回帰の誤差）
第 2項：L1正則化項（重みを小さくし、特徴を絞る）
λ：正則化の強さ（大きいほど特徴が削られやすくなる）

採用理由
重要な科目（特徴）の自動抽出が可能（wj = 0になる）
推薦理由が明確で説明しやすい
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他手法との比較

比較結果（抜粋）
本研究では「解釈性」重視のため L1正則化を選択
他の手法にも利点はあるが、推薦理由の説明が困難

比較表
手法 メリット 採用しなかった理由
高履修率分析 直感的 人気度しか測れず、因果が不明
L2正則化回帰 モデル安定 重要度が残りすぎて判断不能
決定木/SVM 精度は高い 解釈が難しくブラックボックス化
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推薦結果の比較例

図 1: IT データ生成

図 2: IT 科目推薦
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推薦結果の比較例

図 1: メーカー データ生成

図 2: メーカー 科目推薦
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推薦結果の比較例

図 1: 金融 データ生成

図 2: 金融 科目推薦
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データベース編集ページの実装

背景
キャリア推薦に必要な就職先データが不足
既存の DBに編集・閲覧機能がなかった

対応内容
Flaskベースで管理用ページを新設
学籍番号・就職先・関連科目の編集/追加を GUIで対応
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今後の予定

課題
技術資料ページの実行手順などを作成
中間発表に向けたスライドの作成
新規性の内容についての評価
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